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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜外来情報＞

・細谷地　与蔵様～本日から金曜日受診へ変更となっている。本日は3週間分処方しており、次回受診は3週間後となっている。

＜利用者様情報＞

・平　康子様～　6/23身体症状改善し八戸市立市民病院退院となり、本日よりデイケア利用再開となる。来所時、普段と変わらず他利用者と会話し活気ある。プログラムへ参加するが、疲労感あり休みながら行動している。また、水を立て続けに3杯飲む事があり、声掛けで止めている。久々のデイケアであり、体力も低下している為無理せず、静養室で休んでも良い事を伝える。「ここにいる間は起きています。」と話し、最後まで参加出来ている。来所時は身体症状の観察を密にし、不調時はすぐにスタッフへ相談するよう促していく。
· 青木　紀子様～表情疲労感あり、体調確認する。父様が今週末退院予定であったが、排　　　

泄の問題があり延期になったとの事。退院後は毎日ヘルパーを利用し週3回デイサービスを利用予定であり、「兄弟で話し合って私が週1回様子を見に行く事になった。」と話している。しかし、「仕事がしたい。」と話す為、一つずつ物事が解決してから探すように伝えている。他スタッフにも同じ事を言われたとの事。その後は穏やかにプログラムへ参加し、他利用者と交流持ち過ごしている。

・高橋　洋子様～久しぶりに会った利用者へ干渉気味で声高に話し掛けがある。気分高揚・行動の荒さもあり、振り返りを要している。自身でも自覚はあり、「気をつける。」と話し、午後より落ち着いてプログラムへ参加出来ている。引き続き、病状が自覚できるように振り返りを行っていく。

・種本　サハ様～PSWより連絡があり、退院に向けてグループホームへの外泊訓練とデイナイトケアの体験利用を検討しているとの事。日程調整中であり、後ほど連絡が入る予定。これまで就床前薬があったが、現在は毎食後の薬へ飲み方が変更となったと情報がある。

・倉石ヨシエ様～5日間排便無く、青風荘でシンラック30滴服用しているとのこと。昼食　　　　　　時、ロッカー室で横になっている。スタッフ声掛けするも、｢ご飯はいらない｣と表情も冴えない。体調確認に対し、｢悪くない｣と首を振る。バイタル測定実施。体温35.7℃。血圧159/62mmHｇ脈拍42回/分。水分の促しに対し｢神様が飲むなと言っている｣と話される。スタッフが側についているから飲むよう促がすと、水分摂取することできている。その後、スープ、果物､ヨーグルト､ドリンク摂取することができている。トイレ退席、頻回に見られるも｢出れない｣と話している。引き続き、水分摂取量や排便確認の有無を行っていく。

・大久保康弘様～服薬調整2日目、本人より「だんだん慣れてきたようです」と話している。睡眠時間については、｢昨日は11時に就寝し、翌3時に起きて、横になっていたが眠れなかった｣と話す。足については｢右股関節が敏感になった。足全体が鉛のように重く昨日よりも悪くなっている｣と話す。また｢23万円の入院費領収書があるので、月曜日三浦さん(病院SW)に話してみようと思っている｣こと等と訴えあり。引き続き、睡眠・身体不調の有無の確認や本人の訴えを傾聴し、精神的安定が図れるよう関わっていく。

・鈴木真知子様～来所時より表情冴えなさ見られている。靴のかかとを折って履いていること見られ注意するも、すぐ応じる事はできず、理解の乏しさ見られている。｢静養室で休みたいの。だまってやすみたい｣と訴えあり。静養室に入って休むも、すぐに退室し落ち着きのなさ見られる。飲水に関して、常にコップを持ち歩き、飲んでいること頻回。スタッフより注意するも、返答なし。引き続き、飲水状況の確認を行っていく。

・種本　サハ～　病院SWより連絡あり。退院に向けて、グループホームあおぞらへの外泊訓練とデイナイトケア体験利用の日程調整し行っていく。処方薬は、就床前薬はなくなり、夕食後薬にまとめられ、朝・昼・夕食後の服用となる。

